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トランジスタ 6 個をモジュール化した主回路、8bit マイコンが用いられていましたが、現在では、
IGBTモジュールによる主回路の損失低減および 32bit マイコンによる高度なセンサレス制御方式実現
しています。
コンバータおよびインバータは、汎用部品を組み合わせるのが主流ですが、空調機に特化したカスタ
ムパワーモジュール等も開発されています。IPMSM駆動には永久磁石の磁極位置を検出するための位
置センサが必要ですが、高温・高圧な圧縮機内部にセンサの設置が困難なため、各種センサレス制御法
が開発されており、120 度通電方式の無通電期間に現れる逆起電圧、固定子巻線の中性点電位、更には、
モータに供給している電圧・電流情報とモータモデルを用いて磁極位置を演算する方式があり、モータ
制御の主流となりつつあります。
3．おわりに
エアコンにおけるエレクトロニクス技術、特にパワーエレクトロニクスについて紹介しました。今後、
地球温暖化防止やグローバル市場、暖房 /給湯のヒートポンプ化拡大などにより、日本発のインバータ・
PMモータに代表される省エネ技術が広がること予想されます。また、エアコンのシステム化を支える
通信・遠隔監視技術や、機器の小型化に貢献する実装技術の重要性も増すと考えられ、エレクトロニク
ス技術者 /研究者の活躍する場面が増えていくことは間違いありません。
（ダイキン工業株式会社 http://www.daikin.co.jp）
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図 4．エアコン・インバータ部の変遷
